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論文内容の要旨
本論文は、宋代以降、道教の修練技法の主流となった内丹についての理解を深めるために、内丹史上重
要と思われる人物や経典について考察し、そこに見られる内丹理論や思想内容を明らかにすることを目的
としたものである。
第一章の「施肩吾初探一内丹史におけるその仲.置」は、初期のいJ丹書である『西山群仙会真記』の作
者とされる施肩吾という人物について考察したものである。まずはさまざまな資料から彼の生涯と著作を
確定することによって、施肩吾は一人いたとする説を否定し、 JE和十五年に科学に及第し、及第の直後に
官界から身を退いて西山に入って修行した施肩吾が実在したことを明らかにした。そして、 『西山群{!ll会
真記』の作者とする説を百定し、彼の思想、内容としては、唐代道教の主要な流れである「重玄派」の思想
に見られる「守静去操」の考え方が彼の恨本思想であり、体系的に整った内丹理論は見られないことを明
らかにする一方、 『守静去繰Jに則って悟淡を保ったとしても、その悟淡の中にある『妙用」や道理、す
なわち本源を体得しなければ何の益もなく、徒労に終わってしまうとする考え方が見られ、その考え方は
内丹の根本思想、であり、かっ修練の原則である「性命双修』に砦がるものであることから、彼の思想には
内丹思想の片鱗が現われていたことを指摘した。
第三章の「翁保光の内丹思怨』は、数ある『悟真篇』注の中で最も古い注のひとつに数えられる翁藻光
注を取り上げて、彼がどのような内丹理論に基づいて『悟真篇』を解釈したのかを明らかにしたものであ
る。翁楳光の内丹の過程について見てみると、最初になすべきこととして、丹室を造り、慶を築いて儀礼
を行うことが説かれ、儀礼の後には、内丹の第一段階として、先天の陽気を「外J (女性を指す)から採
取し、丹の芽を結ぶ功夫が行われることが説かれており、これによって翁藻光の内丹が「陰陽双修派Jに
分類されることを明らかにした。次に第斗段階として、周天功によって丹を養い育てる功夫が行われる。
これを『金液還丹」と呼ぶが、この過料は胎児が母体内で十ヵ月間育てられることに擬えられている。最
後に第三段階として、面壁九年.に象徴される禅宗の修行法によって精神的修養を行う『九転金液大還丹」
の功夫が説かれる。このほか、第一段階の女性から先天の陽気を採取する前に、欲望をなくすための「錬
心Jの功夫、すなわち心の修養が必要であるとされていることも明らかにし、それは男女の交わりを伴う
「陰陽双修派」丹法にとって、情欲を持ったままでは、通常の生殖行為と同じ事になってしまうからであ
るということを指摘した。
第三章の「陸由星研究序説ーその生涯と著作」は、明代道教史上、最も重要な人物のひとりである陸
西星の生涯や著作について調査し、明らかにしたものである。陪西星は.IE徳十五年(一五二0)に生まれ、
青年時代は官界へ進むための学問を修めていたが、嘉靖二十六年(一五四七)に扶占Lの術によって自洞賓
が降臨して来た頃から、科挙を諦めて道教の世界へ転身した。この頃の陸由ー星は自然災害に見舞われるこ
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となどがあったために、彼の経済状態は非常に悪く、貧困に端いでいた。そして経済状態が好転し始めた
嘉矯四十年(一五六一年)頃から、陸西星は普作活動に本格的に取り組むようになったことを明らかに
した。障問星の著作はその大部分は内丹に関するものであるが、それらは『周易参同契測疏』など各種の
経典類の注釈という形をとるものと、 『広膚論』のような論述形式のもの、さらには『三蔵真詮』のよう
な占L示の記録という形式をとるものとに分類できる。そのほか、 『符子』の注釈である『南華副墨』、仏
教経典の注釈書である『樗厳経述旨』、地方志の『興化県志』などがあり、さらには現在すでに散供した
『楚陽詩逸』という詩集もあることを指摘した。
第凶章の「陛西星の内丹思想、j は、陰陽双修派の代表的人物のひとりに数えられる陸西星の内丹思恕の
概要を明らかにしたものである。内内の過程は「命功J(身体的修華)と f性功J(精神的修養)の三段階
で説かれるのが通常であるが、陸商産はこの7段階にさらに「同:功j を一段階加えて、『性功」→「命功」
→「性功」の三段階説を唱え、始めの「性功」は、主宰者としての役割を持つ「神(しん)Jを安定させ、
情欲を制御するために必要であると説いていることを指摘した。
第.ti章の rr金丹真伝』の内丹思想」は、明代の孫汝忠の手に成る『合丹真伝』の内丹理論のエッセン
スを抽teすることを第一の目的としたものである。 r金丹真伝』は注疏の付いた「詞(白.江月)J九首ほ
か数篇の詩文から構成され、このうち「詞j九首は、①築基、②得薬、③結丹、④煉己、⑤還丹、⑥温養、
⑦脱胎、⑧玄妹、⑨赴謡池の九段階に分けられた孫放忠の内丹のプロセスにそれぞれ対応していることを
指摘して、 『金丹寅.伝』の内丹がパートナー(女性)を必要とする陰陽双修派に属し、これら九段階の内、
⑤還丹の段階まではパートナーを必要とする合修の過粁であり、⑥潟養の段階からはパートナーを必要と
しない己修の過程であることを明らかにした。また『金付真伝』の内外理論は後世の内丹派、例えば清代
の西派に多大な影響を与えており、西派の李西月の著書にも引用されている。西派の内丹は『金持真伝』
同様、陰陽双修派に属すると考えられるが、先人の指摘通り、それはパートナーを特に必要とせずに、白
己一身の内ですべての煉功の過程が完結しているように思われる。だが、丙派の内丹はあくまで陰陽双修
派であることを否定できないので、西派の内丹は陰陽双修~の流れの中で、パートナーを必要としない単
申告による功法を導入して、これを双修派の理論の中に組み込んで、いったものではないかと考えられること
を指摘し、陰陽双修派の思想的変化についても若下言及した。
第六草の『朱元育の内単思想一一『悟真篇閣陶』を中心に」は、清代の北宗(全真教)系統に属する朱
元宵という人物の|人l丹思惣について考察したものである。*元育の説く内丹の過程は、「高 kの士j に
は先性後命、「中下の土」には先命後性の順で修練すべきであると説いていることを指摘した。そして
『身Jと「心Jとを本来的に具わる「元神J(r小太極J)の媒介によって混合して f元神』を煉成し、その
煉成した「元神」を「小太極」たる「元神Jと融合させることで命功が完成され、 「え神」すなわち「小
太織Jという存存.にまで高められた修行者が、性r)Jによって大宇宙の根元としての太縄、言わば「大太
極」と融合して、性命双修の内丹が完成されるというのが彼のいj丹の根本理論であることを明らかにした。
第七章の「張二辛と清代道教西派」は、清代の西派の領袖である李西月によって西派の組師に担ぎ上げ
られた明初の道士張三宇について考察し、西派の祖師としての張三辛像を探ることを目的としたものであ
る。明清・両代の地方，ι、筆記、史書などに見られる張二辛を分類すると、武術家としての張三字と神仙道
士としての張i手とのこ類に大別寸ることができるが、商派の祖師としての張三辛が洪武、 7K楽両帝の招
鴫に応じなかったことに注同して、張こ牟を隠遁を遂げ、た神イIlJであるところの f隠仙」として尊敬し、さ
らには『明史』張三半伝などに見られる、張三半が・度死んで復活したという f復体」の話に、 「陽神出
滞」という内丹の完成段階を表す言葉でもって新たなる意味付けをし、それによって張三辛を内丹を修め
て完成段階にまで到達した真人としても描いていることを明らかにした。
第八章の「ご元丹法考」は、近世の丹書に散見するこ元丹j去、すなわち天元・地元・人元の三種の丹法
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の内容を明らかにしようとしたものである。三元という用語は道教文献においては珍しいものではないが、
多種多様な語義を含むものであるので、まずはその語義を五類に分けて検討し、 『三元Jはいわゆる「三
元思想Jに関わる語義(天地水の三官)が第・棄であり、三え丹法に直接関わる用例は、占い文献にはあ
まり見られないことを指摘した。そして次に三元丹法の用例を七例比較検討すると、それぞれに相違点も
見られるが、その共通点を集約すると、三元丹法は「天元J=清修派内丹、あるいは神丹、 『地元J=外
丹黄白術、 「人元J=陰陽双修派内丹という内容を持つものであることと、三元丹法という用語が明代以
降になって使われるようになったと思われることも明らかにした。
以上が本論文の要旨である。
論文審査の結果の要旨
秋岡氏は、学部生時代から道家・道教思想に関心を抱き、大学院に進学してからは専ら近世道教に照準
を定めて研究を進めてきた.ーはに近世道教といっても、千年に頁る時間の幅があり、時代と地域によっ
て多種多様な活動が展開されたのであるが、それを(内丹説〉という観点から捉えようとしたところに秋
岡氏の研究の特色がある。
内丹説とは、それまでの錬金(丹)術を内証化させ、自分の体内で〈気〉を操作して不老不死の霊薬
〈丹〉を錬成するテクニックないし思想をいう。中国近世の幕開けとされる宋代 (960-1279)以降、それ
までの錬金術(外丹)に代って道教長生術の主流になってゆくが、この技法には大別して二つの流れがあ
る.一つは、古代から長生・養生法として行われてきた房中術を踏襲・改変したもので、パートナーから
向己に欠けている気を奪って自己の気と合体させて丹を造る、いわゆる陰陽双修派がそれである。いま一
つは、清修派と呼ばれる流れで、パートナーは全く必要とせず、自分一{聞の体内においていわばくひとり
房中〉とでもいうべき擬似的交合を行って陰陽の気を合体させるものである。秋岡氏が一貫して追及して
きたのは前者の内丹術であって、本論文の太い潮流を成している。
以下、論旨の展開に沿いつつ論評を加える。
全体は八章から構成され、扱われている時代は、内丹説の萌芽時代である唐代から民国期に及んでいる。
第一章では、初期の内丹書である『丙山群仙会真記』の作者に擬せられる唐の伝説的人物、施肩吾の事
跡を追い、彼の思惣の中に内丹説の片鱗が窺われることを指摘している。施肩吾は名のみ知られていて実
態は霧の中であったのを、資料を博慢してその実像をかなりのところまで明らかにした意義は決して小さ
くはない。ただ、後世よく引かれる『三住銘』についての分析が欲しいところである。
第二章では、近世内丹説のバイブルというべき『悟真篇』の注を書いた、翁謀光という宋代の陰陽双修
派の内丹理論を復原している。双修派の具体的なテクニックに関して掘り下げが若干足りないという不満
は残るものの、後代の『憎真篇』理解を決定づけた翁氏の内丹理論の骨組みは、本章によって初めて明確
に提示されたと言っても過言ではない。
第五・第四章では、陰陽双修派の代表的人物と目される明の陵商星の生涯(第三章)とその内丹思想、
(第阿章)が論じられる。{需・仏・道の三教に通じていた陸氏の全体的輪郭は、本章によって研究家共有
のものとなったと評価しうる.また陸氏の内丹修行のプロセスは、性功(精神的修行)一命功(身体的修
行)ー性功という三段階を踏むと分析した上で、通常は命功と性功の二本立てなのに敢えて性功を初めに
設定したのは、情欲を自分でコントロールしうるようにするためだったという指摘は、秋岡氏の重要な創
見の一つである。
第五章では、 『金丹真伝』という明代の陰陽双修派のテクストが取り上げられ、その内丹理論のエッセ
ンスが抽出される。即ち、全9段階の修行階梯のうち、第5段階まではパートナーが必要な〈合修〉、第
6段階以降は必要としない〈己修〉であることを明らかにしている。また、第七章で論じられる西派との
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繋がりにも論及している。本車でなされた『金井真伝』の分析は、今後近世の他の内丹奮を解説する際の
よき道楽内となるはずである。
第六章では、清代北京(全真教)の系譜に連なる人物、という精度のことしか判明していない朱元育の
『悟真篇』達が論じられる。従来殆ど手っかず、のままだった朱元宵の内丹理論に踏み込んだ意義は評価に
値するが、本草は他の章に比して論述にやや晦渋のきらいがある。
第七章では、伝説的神仙である張三字の伝説的事実について考証した上で、何故彼が清代西派によって
その派の姐師に杷り上げ‘られたのかを考察している。結論はおおむね妥当であるが、西派が陰陽双修派の
流れを淑むのであれば、房中の伝承とも絡む張三半のもう一つの側面にも言及しておくべきではなかった
か。
終章では、近世の内丹書に現れる天元・地元・人元のいわゆるく三元〉の丹法を、民国期の陳捜寧を含
む7つの用例を通して分析し、それらの各々に、天JE2清修派内丹、地元=錬丹術(外丹)、人元=陰陽
双修派内丹、という共通頃があることを指摘している。この指摘は、近世の丹法の格好の見取り図にもな
り、また、明・清に至つでもなお錬丹術(外丹)が重要な地位を市めていた証左にもなっていて、従来の
通念に修IF.を迫るものである。
大体、内丹研究は、儀礼などと共にわが同道教学のウィーク・ポイントの一つであって、研究の蓄積も
薄弱であると言わざるを得ない。まして、陰陽双修派に至っては、社会の批判・攻撃に配慮して乙とさら
新防的文体に逃れたため、清修派内丹に輪をかけた難解さが研究家の進入を阻んでいる。このような大き
な制約を受けながら、近世内丹説のいくつかの代表的な嶺にアタックし、後人のために堂掌ルートを開拓
した功績は充分評価しうる。掘り下げの浅い部分は、今後の秋岡氏の研究の進展によって深化されるに相
違ない。総じて、秋岡氏の学風は手がたく実証的であり、記述は明解さを旨としていることを最後に付け
加えておきたい。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博上(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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